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都市空間の利用の方向性

本市は、播磨平野を貫流する県内最大の河)111加古JI[Jの下流に位置しています。播磨灘に面し、

大規模な製鉄工場や関連企業、工場などが集積する臨海部、鉄道や幹線道路※等が横断し、

市街地が広がる南部及び中央部、播磨中部丘陵県立自然公園をはじめ、農地やため池等の

自然豊かな北部の3つの地域で構成され、それぞれの特性が生かされた都市空聞を形成して

います。

一方で、高度経済成長期の人口増加や核家族化の進行などを背景とした住宅市街地の拡大、

ロードサイド型の大規模集客施設の分散立地など、拡散型の都市構造となる中、無秩序な

市街化の防止や都心等における都市機能※の強化、良好な居住環境の形成に向けた取組を

進めてきました。

しかしながら、人口減少・超高齢社会においては、必要な都市基盤※の整備を進めつつ、

各拠点に応じた都市機能の誘導と集積を図るとともに、拠点聞等を交通ネッ卜ワークで有機的に

連携させるなど、コンパク卜で持続可能な都市構造への転換が必要です。

とのような現状を踏まえ、「市域の基本的構成と整備方針」、「都市拠点と基幹交通体系」、

「土地利用の基本方針』及び「生活圏と行政サービスの展開の方向性」を定め、計画的な土地

利用を図るとともに、それぞれの地域が持つ特性を生かしながら、活力あるまちづくりを推進

します。

※幹緑道路: .且・
都市聞や市内の各地 .‘=・

fiの交通を担い、主要 ・凹・・

な骨格となる道路。 .圃-

※都市樺能:

商業・サービス、福祉、教

育・文化、観光・交流、産

業支握、居住など、都市

的な活動を営むための

各種機能。

※都市S基盤:
市民生活の安全性、利

便性、効率性等の向上を

図るための都市施設の

とと.道路、鉄道、公園、

緑地、上下水道、河川等

がある@近年では、情

報・通信網等も重要な

都市基盤として位置付

けられている.

盆



※観水:

様々な形で水と親しむ

ととを指す.親しむとと

の内容には、水にふれる

とと、ながめるととなど

を含む。

※都市基盤:
市民生活の安全性、利

便性、効率性等の向上を

図るための都市鑑設の

ζと。道路、鉄道、公園、

緑地、上下水道、河川等

がある。近年では、情

報・通信網等も重要な

都市基盤として位置付

けられている。

※都市塩能:
商業・サービス、福祉、教

育・文化、観光・交涜、産

業支援、居住など、都市

的な活動を営むための

各種機能。

※まちづくり:
道路や公園、建築物な

ど「ハード(物的)面での

施設づくりや保存活動」、

さらには、市民の健康・

福松・教育、コミ斗ニティ

の形成などIソフト面で

の人づくりや仕組みづく

り」老含めた活動を指す.

※地区軒画:

都市計画法'e:基づき、

建築物の建築形態、公

共施設その他の施設の

毘置などから見て、一体

としてそれぞれの地区

の特性にふさわしい様

態を備えた良好な環境

の街区を整備し、保全す

るために定める計画。

※幹線道路:

都市聞や市内の各地域

の交通を担い、主要な骨

格となる道路.

全盛
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これまで進めてきた「臨海部Jr南部及び中央部Jr北部」に市域を区分するという土地利用

を継承しつつ、各地域の特性を生かしながら、総合的かつ計画的な土地利用を進めます。

1臨海部

臨海部は、大部分が工業専用地域に指定されており、製造業を中心とする工場が集積し、播磨

臨海工業地帯の一翼を担うとともに、本市の経済活動の中心として活発な生産活動が続けら

れています。

また、工場に隣接する港湾では、工業原料や製品などの物流拠点としての機能を果たすと

ともに、沿岸漁業の基地、さらには市民のレクリエーションの場としても活用されています。

とのため、臨海部においては、主に製造業を中心とする生産活動の振興や漁業活動の振興

を図るとともに、海辺を生かした魅力ある親水※空間としての活用を促進します。

2南部及び中央部

南部及び中央部は、住居系の土地利用とともに商業・サービス業などが集積し、本市のみな

らず東播磨地域の拠点として多様な都市活動が展開されています。とりわけ、都心(JR加古川

駅周辺)や副都心(JR東加古川駅周辺、山陽電鉄別府駅周辺)には商業・サービス機能が集積

しています。

とのととから、都心や副都心においては、既存の都市基盤※を生かしつつ、商業・業務、医療・

福祉、居住などの都市機能※の誘導と集積、土地の高度利用の促進など、地域の活性化を図り、その拠点性を高めます。特に、JR加古 駅周辺の中心市街地の活性化や~R東加古 駅周辺の
教育・文化機能を生かしたまちづくり※を進めます。

また、国や県との連携のもと、加古川橋の架け替え、国道2号の対面通行化、播磨臨海地域道路や~R東加古 駅周辺連続立体交差に関する取組など、将来の基幹となる都市基盤の整備
を進めるとともに、これらの整備による将来の姿を見握えた土地利用を図ります。

一方、住居系の地域においては、地区計画※などの規制誘導策を適切に活用し、快適で魅力的な

居住環境の形成に努めます。また、幹線道路※沿線の地域については、その利便性を生かしつつ、

立地特性に応じた土地利用を進めます。

さらに、工業系の地域においては、住宅、商業施設、工場の無秩序な混在を防ぎ、地域の実情

に応じた適正な土地利用の誘導を図ります。
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3北部

北部は、大部分が市街化調整区域※であり、播磨中部丘陵県立自然公園をはじめとする貴重な

森林資源や田園環境の広がる緑豊かな地域となっています。

また、平荘湖や権現湖、多数のため池など豊かな水辺空聞にも恵まれています。

そとで、との地域においては、豊かな自然環境の保全に努めるとともに、既存施設を有効

に活用しながら、憩いとやすらぎの空間として活用します。

また、農業振興地域※を中心とする田園部においては、主に農業生産活動と市民生活が

一体となって営まれているととから、農業の生産基盤を保全し農業の振興を図る一方、

既存の集落においては、地区計画や田園まちづくり制度※などを活用するととにより、地域

特性を生かした住民主体のまちづくりを支援し、周辺環境と調和した良好な居住環境の保全

と確保に努めます。

なお、北部地域の持続可能なまちづくりを促進するため、既存施設の再編や再整備による

地域の活性化を図るとともに、まちのまとまりを重視した土地利用の実現を図ります。

特に、自動車専用道路の出入口周辺や幹線道路沿いなどの利便性の高い地域においては、

生産・涜遁等の立地需要に対応し、適正な土地利用の誘導を図ります。

固

※市街化調聖区域:

都市計画法に基づく都

市計画区域のうち、市街

化を抑制"tぺき区場。

※鹿薫振興地域:

農業振興地繊の藍備に

闘する法律'c::基づき、一

体的に産業の振興を図

るととが必要である地

域において、島用地等と

して利用すべき相当規

模の土地があり、将来、

虚業経営の近代化等の

見込みがある等の要件

を備えるものについて、

都道府県知事が指定す

る地域。

※田固まちづくり制度:

市北部の市街化調整区

域で、少子高齢化や過疎

化の進んでいる地域に

おいて、住民主体のまち

づくりを実現するための

制度。「加古川市都市計

画法に基づく開発行為

の許可の基準等に関す

る条例jに基づき、一部

の建築物の建築を許可

する「特別指定区域」の

指定などが可能となる。

金三



※都市楊能:

商業・サービス、福祉、教

育・文化、観光・交涜、産

業支援、居住など、都市

的な活動を営むための

各種機能。

※都市基盤:

市民生活の安全性、利

便性、効率性等の向上を

図るための都市施設の

乙と.道路、鉄道、公園、

緑地、上下水道、河JlI等

がある.近年では、情

報・通信網等も重要な

都市基盤として位置付

けられている.

※まちづ〈り:
道路や公園、建築物な

ど「ハード(物的〕面での

施霞づくりや保存活動」、

さらには、市民の健康・

福祉・教育、コミュニティ

の形成など「ソフト面で

の人づくりや仕組みづく

り」を含めた活動を指す。

全盛
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持続可能な都市構造へと転換していくため、都市機能※の集積を図る地域を都市拠点として

位置付け、各拠点規模に応じた機能の充実を促進し、活性化を図ります。また、都市拠点問、

さらには東播磨地域や阪神都市固など広域における役劃分担や連携を踏まえつつ、基幹交通

体系の形成を図るとともに、公共交通網の充実をめざします。

1都市拠点

(1)加古'JII都心

JR加古川駅周辺地区においては、東播磨都市圏の核として、とれまでに集積された都市

機能を生かしつつ、国や県との連携のもと、国道2号の拡幅・対面通行に向けた取組を進め、土地

利用の活性化を図ります。

とりわけ、加古川駅北地区の高度利用を進め、周辺の低未利用地の利活用を促すととで、

文化・健康などの都市機能のさらなる集積と都心居住を促進し、駅南地区においても、面的整備

事業を推進し、防災性や回遊性の向上を図るととにより、多様な世代が集い、過ごすととが

できる、にぎわいと魅力あふれる都市拠点の形成をめざします。

(2)東加古川副都心

JR東加古川駅周辺地区においては、都心との機能分担を図りながら、連続立体交差事業に

合わせた都市基盤※整備と、それに伴う都市機能の連携を強化し、教育・文化を中心としたまち

づくり※を推進します。

(3)別府副都心

山陽電鉄別府駅周辺地区においては、既存の商業、居住などの多様な都市機能の集積と

ともに、港湾機能、レクリエーション機能等との連携のもと、副都心にふさわしい都市機能の

確保に努めます。

(4)地域拠点

都心・副都心以外の鉄道駅周辺地区及び志方町中心部を地域拠点と位置付け、各拠点の

規模に応じた生活利便施設の誘導を図ります。また、拠点聞の持続可能な公共交通網の再構築を

進めます。
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(5)生産・流通等の拠点

臨海部や工業団地における既存の工業集積地域を生産・流通等の拠点とするとともに、

立地需要に対応して周辺環境と調和した拠点の拡充を図ります。

また、自動車専用道路の出入口周辺や幹線道路※沿いなど交通利便性の高い地域においては、

企業誘致など、適正な土地利用の誘導を図ります。

(6)レクリエーション等の拠点

北部における加古川ウzルネスパークや見土昌フルーツパーク、加古川運動公園など既存

施設を活用しながら、レクリエーション拠点を形成します。

また、加古川河口部や河川敷、別府みなと緑地、平荘湖、権現湖などの親水※空間や、既存の

公園・緑地空聞を有効に活用し、水と緑のネットワークを形成するなど、レクリエーション拠点

の魅力の向上を図ります。とりわけ、日岡山公園及びその周辺地区においては、豊かな自然や

多くの歴史的資源、スポーツ施設等を生かし、子どもから高齢者までの多様なニーズに応じた、

誰もが気軽に訪れ、楽しむ乙とができる空間づくりを推進します。

さらに、幹線道路整備を推進し、都心・副都心や地域拠点からのアクセス性を高めるとともに、

レクリ工ーション拠点の積極的なPRを通じて、交流人口※・関係人口※の増加を図ります。

固

※幹般道路:

都市聞や市内の各地域

の交通を担い、主要な骨

格となる道路。

※漏水:

緩々な形で水と親しむ

ととを指す。親しむとと

の内容には、水にふれる

とと、ながめるととなど

を含む.

※交涜人口:
定住人口(居住者)とは

異なり、通勤、通学、文化、

スポーツ、買い物、観光

など人々の交涜により、

地域の活性化に結び付

〈人々 のとと。

※関係人口:

定住人口(居住者)でも

なく、交流人口でもない、

地域や地婿の人々と多

様に関わる人々のとと.

旦



※環状線(外環状銀、中
環状線、肉環状線):
都心の中心地域から、

市街地へさらに周辺都
市に向かつて放射状に

延びた道路をリング状
につないでいる道路。

生皇

2基幹交通体系

(1)東西軸

国土幹線軸である山陽自動車道を北部における東西軸として広域的な連携を図るとともに、

国道2号線、加古川バイパス及びJR山陽本線を中央部における東西軸と位置付け、阪神都市圏や

西播磨地域との連携を強化します。特に内環状線※の一部を形成する国道2号線の4車線・対面

通行化を進めるとともに、JR山陽本線についても、安全性と利便性の向上を促進します。

また、都心における中環状線である中津水足線の整備と連携しながら、加古川渡河部の

交通容量の拡大などをめざし、神吉中津線(新橋梁)の整備を進めます。

一方、播磨中央幹線(国道250号)、浜幹線及び山陽電鉄本線を南部における東西軸と位置

付け、東西方向の交通の円滑化を図ります。

さらに、市域の道路網に大きな影響を与えている加古川|バイパスの交通混雑を踏まえ、播磨

臨海地域の東西連携や交流の促進を図るための広域東西軸として播磨臨海地域道路の早期

実現をめざします。

(2)南北軸

神野別府港線、本荘加古線を東部における南北軸と位置付け、その整備を促進します。東播磨

南北道路、尾上小野線については、中央部における南北軸と位置付け、尾上小野線(安田工区)

や東播磨商北道路の北伸整備を促進します。

また、JR加古川線の利便性の向上を促進します。

さらに、高砂北条線を西部における南北軸と位置付け、国土幹線軸である山陽自動車道等

とのアクセスの向上を促進します。

(3)公共交通網

東西軸や南北軸の基幹道路の計画的な整備を生かしつつ、人口減少、高齢化など地域の

実情に応じた持続可能な公共交通網の確保に努めます。
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※都市梅能:

商業・サーピλ、福祉、教
育・文化、観光・交涜、産

業支援、居住など、都市

的な活動を蛍むための

各種繊能。

※市街化区域:

都市計画法に基づく都

市計画区織のうち、市街

地として積極的に整備・

開発する区域。具体的に

はすでに市街地を形成

している区域及びおお

むね10年以内に優先的
かつ計面的に市街化を

図るべき区域をいう.

※幹鰻道路:

都市聞や市内の各地域

の交通を担い、主要な骨

格となる道路。

※都市基盤:

市民生活の安全性、利

便性、効率性等の向上を

図るための都市施設の

とと.道路、鉄道、公園、

緑地、上下水道、河川等

がある。近年では、情

報・通信網等も重要な

都市基盤として位置付

けられている.
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「市域の基本的構成と整備方針」及び「都市拠点と基幹交通体系」を踏まえ、それぞれの

地域特性を生かしながら都市機能※の集積や魅力的な居住環境の形成を図るとともに、貴重な

自然環境を保全できるよう計画的な土地刺用と開発や建築民対する適正な指導に努めます。

1住居系地域

市街化区域※を中心に、地域特性に応じた居住環境を保護するための地域を「住居系地域」

とします。

『住居系地域」においては、秩序ある市街地を形成するため、面的整備事業などを活用する

とともに、基盤整備が未熟な地域においては、未利用地の無秩序な開発の防止を図ります。

また、日常生活に必要なサービスを身近に享受できるよう、地域に応じた都市機能の適正な

田置や土地利用の誘導を図り、質の高い居住環境を形成します。あわせて、増加する空き家の

適切な維持管理や利活用を促します。

一方、住居系地域のうち幹線道路※の沿道については、交通特性にふさわしい商業・業務機能等

を誘導しつつ、後背地の居住環境の保護を図ります。

2商業系地域

市民生活の利便性老高めるため、鉄道駅の周辺など、主に商業・サービス機能の集積を図る

地域を『商業系地域jとします。

都心においては、とれまでに集積された都市機能を生かしつつ、都市基盤※の整備や低未利用地

の高度利用を促進するとともに、様々な都市機能の有機的な連携により回遊性を高めるなど、

まちの活性化を図ります。

副都心においては、既存の都市基盤を生かした商業・サービスなどの都市機能の強化を

図ります。

また、公共交通によるアクセスの確保や駐車・駐輪対策を推進するとともに、魅力ある商業

空間の形成や集客力者高めるための取組者総合的に進めます。
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3工業・涜通業務系地域

既存の工業集積地域、さらには産業機能の新たな導入者図る地域を「工業・流通業務系

地域」とします。

既存の工業系地域においては、周辺地域への環境に毘慮しながら、地域経済の活性化を

めざした工業の振興を図ります。

また、自動車専用道路の出入口周辺や幹線道路沿いなどの利便性の高い地域においては、

企業誘致など、適正な土地利用の誘導を図ります。

4農業系地域

北部に広がる農業振興地域※を中心とした地域を「農業系地域』とします。

「農業系地域」においては、ほ場※やため池などの生産基盤の整備・改修を進めるとともに、農地の

適切な保全と活用を図ります。

また、市街化区域に近接する地域や自動車専用道路の出入口周辺、JR加古川線の沿線に

おける地域拠点などにおいては、地区計画※や田固まちづくり制度※などの活用により、周辺の

営農環境などと調和した土地利用者進めます。

5蘇林系地域

播磨中部丘陵県立自然公園を中心とした地域を「森林系地域」とします。

「森林系地域」においては、市民共有の財産として貴重な森林資源の保全と育成に努め、その

公益的な機能を高めます。

また、レクリエーション空間としての活用を図ります。

6河川・水路等

固や県との連携のもと、河川整備や河道掘削などの河川対策を促進します。

また、近年多発する局地的豪雨による浸水被害に対応するため、雨水貯留浸透施設の整備

などにより、河川や水路への雨水の流出を抑制する流域対策を含めた総合的な治水対策を

推進します。

さらに、地域住民の参画を促しながら生態系※に配慮した整備や親水※機能、レクリエーション

機能の確保に努めます。

固

※虚業振興地域:
農業振興地域の整備に

関する法律'i:基づき、一

体的に虚業の振興を図

るととが必要である地

域において、農用地等と

して利用すべき相当規

模の土地があり、将来、

虚業経営の近代化等の

見込みがある等の要件

を備えるものについて、

都道府県知事が指定す

る地域，

※ほ場:
農作物を栽培する田畑。

※地区軒画:

都市計画法に基づき、

建築物の建築形態、公

共施設その他の施設の

配置などから見て、一体

としてそれぞれの地区

の特性にふさわしい様

態を備えた良好な環境

の街区を整備し、保全す

るために定める計画。

※回固まちづくり制度:

市北部の市街化調整区

域で、少子高齢化や過疎

化の進んでいる地域に

おいて、住民主体のまち

づくりを実現するための

制度.r加古川市都市計
画法に菖づく開発行為

の許可の基準等に関す

る条例」に基づき、一部

の建築物の建築を許可

する「特別指定区域」の

指定などが可能となる。

※生態系:
ある地擁民生息する生

物群集とそれを取り巻

く無機的環境(気象・土

簸・地形・光・温度・大気

など)をあわせた一つの

まとまりを示す概念。

※親水:

様々な形で水と親しむ

ととを指す。親しむとと

の内容には、水にふれる

とと、ながめるととなど

を含む。
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市民の日常生活範囲の広がりにあわせ、地域に根ざしたコミュニティの単位である「基礎的

住区」を原点に、「近隣住区」、「基幹的住区」、「全市域」、「広域圏(東播臨海広域市町村圏、

播磨圏域連携中枢都市圏)Jまで段階的な生活圏を設定します。

1生活圏

(1)基礎的住区

既存の市街地をはじめ、住居などのまとまりのある区域で、市民の日常生活と密接な関わり

を持った基礎的な生活圏となる住区です。

また、との住区では、町内会活動なと、地域に根ざしたコミュニティ活動が展開されます。

(2)近隣住区

基礎的住区におけるコミュニティ活動のブロック的な役割を担う住区で、おおむね小学校区

と一致します。

(3)基幹的住区

広域的なコミュニティ活動の単位となる住区で、おおむね中学校区と一致します。

(4)全市域

基礎的住区から基幹的住区に及ぶ各段階の生活圏を統合する区域です。

(5)広域園(東播臨海広域市町村圏、播磨圏域連携中枢都市圏)

市民の生活圏の拡大に対応して、他の自治体と連携して広域的な行政を展開する区域で、

本市は東播臨海広域市町村圏や播磨圏域連携中枢都市圏に属しています。

東播臨海広域市町村圏は、本市と地理的、歴史的に結び付きの強い高砂市、稲美町、播磨町

の2市2町で形成する区域です。また、播磨圏域連携中枢都市圏は、中枢都市である姫路市と

連携協約を締結している播磨地域の自治体で形成する区域です。
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2符政サービスの展開の方向性

これまで近隣住区や基幹的住区を中心として、各生活圏に応じ、必要な公共施設を設置

するとともに、子育て、教育、福祉、公共交通など様々 な行政サービスの提供を進めてきました。

しかしながら、人口減少、少子高齢化が進行する中で、地域によって行政サービスに対する

市民ニーズは変化してきています。

一方で、I(T※機器の発達を背景に、スマート自治体※の推進が求められており、マイナンバーを

利用した行政手続の簡素化が図られたり、自宅にいながら公共料金の支払いができるように

なるなど、行政サービスは時間と場所の制約を受けずに展開していくととが期待されています。

とのようなととから、今後、各種の行政サービスを、それぞれの種別に応じた最適な方法に

より提供する中で、地域特性に応じた施設配置を推進するとともに、市民の利便性のさらなる

向上を図ります。

固

※ICT(情報通信技術): 
Informatlon and Com-

munication Technology 
の略称。情報通信に関

する技術、サービス等の

総称.

※スマート自治体:

業務プロセスの標準化

やシステムの標準化を

図るとともに、AI、RPA等

のICTを活用し、持続可
能な形で行政サーピλ
を提供し続け、住民福

祉の水準を維持する自

治体のとと。

塁
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